
・社会的養護ってそもそも何？
児相に保護されて一件落着ではない、
その後続く困難について。

・一般社団法人コンパスナビの事業紹介

・子どもの最善の利益について

いっしょに考えてみましょう

一般社団法人

TEL:048-815-4111  FAX:048-815-4112 

ホームページ http://compass-navi.or.jp/

所在地 埼玉県さいたま市浦和区高砂2丁目5番1号 KOMON 7階

http://compass-navi.or.jp/


私が児童福祉分
野に携わるよう
になった経緯な
ど

 自分の子どもが小学校3年生のときのエピソード （青いブルーシート事件）

 速記会社で23年働き、地方議会の議事録全文検索システム構築、議場中継、議会
ホームページを作り続ける中、一般質問中に、ハイリスク家庭、発達障害等のイ
シューが増えているのを知る。
・高校PTA活動（東京都P連会長時代）の中でのエピソード（退学する高校生は精神
疾患の母親のヤングケアラーだった）

 2013年 「子どもの貧困対策法」成立

 2015年 日本のこどもの6人に一人が「貧困」と認知されてきた（2018年に7人に一
人へ）

2015年 一般社団法人青少年自助自立支援機構（2021年コンパスナビに改称）設立

 高橋入職し理事就任 社会が蓋をして見なくしていた現実に向き合う日々がス
タート！

 2018年 虐待サバイバー、社会的養護出身の職員ブローハン聡（コンパスナビ事
務局長）が入職

高橋、衝撃をうけながら一緒に走りだす（ついていく 苦笑）



ブローハン聡
のご紹介

 義父からの虐待を生き抜いた当事者、社会的
養護経験者でもある壮絶な生い立ち

1992年生まれ、東京出身。
フィリピンとスペインと日本のミックス。

 2021年「虐待の子だった僕」を出版。
現在（一社）コンパスナビ 事務局長として、
児童養護等を離れたのちに親を頼れない
若者たちをサポートする事業の責任者として
活動。

 また、無戸籍・無国籍、虐待や、自身の児童養
護施設で育った経験から、講演活動や、メディ
ア取材、Youtube媒体を通じて情報を発信し
ている。



Three Flags



社会的養護社
に対する必要
な支援の位置
関係

コンパスナビ
の事業範囲



社会的養護（児童養護施設・里親等）委託・入所している人数は・・・

全国 約42,500人

社会的養護とは、保護者のない児童や、保護者に監護させることが適当でない児童を、公的責任で社会的に養育し、保

護するとともに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援を行うことです。

社会的養護は、「子どもの最善の利益のために」と「社会全体で子どもを育む」を理念として行われています。

（厚生労働省）

ほとんどが18歳で
社会的養護をはなれ、
巣立っていきます。

うち約半数は親元に帰れず
一人暮らしで
自活していかねばなりません。

令和4年厚生労働省「社会的養育の推進に向けて」より



児童養護施設等への入所措置
や里親委託等が解除された者
の実態把握に関する全国調査
報告書（本体） (murc.jp)より

https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2021/04/koukai_210430_1.pdf








コンパスナビの支援事業



社会貢献事業として、

2014年より埼玉県内の児童養護施設の子どもたちを対象に運転免許助成制度を開始。

初年度は29名の合宿免許費用を全額助成。

本年度までに約250名が運転免許を取得

コンパスナビの活動は「運転免許取得助成」からはじまりました
グループ会社

㈱インター・アート・コミッティーズ

全国約130校と提携

「合宿免許」専門旅行代理店

2018年より埼玉県のアフターケア事業を受託し、

免許 + 仕事・住まいの支援を開始

最強の身分証明書！

職業選択の幅が広がる！

自分に自信が持てる！

合宿免許紹介事業の中で、金銭的（家族）の
問題で、運転免許を取得できない若者が
多く存在することを知りました。



は 埼玉県 社会的養護出身者の支援を行っています

埼玉県福祉部こども安全課

児童養護施設退所者等アフターケア事業

就労支援

自立支援
インケア

住居支援

運転免許
取得助成

委託

その他独自の支援事業

居場所
運営

2018年度～

浦和駅近くで 居場所
クローバーハウス運営



生活全般の支援

ホームレス

★シェルター・シェアハウスとの連携

★ホームレス支援団体との連携

★埼玉県住宅供給公社との連携

★仕事+住まいの支援

パパ活・風俗
妊娠 精神的に不安定

★法テラス、弁護士との連携

★自己破産に伴う家計簿作成の支援

★金銭管理研修の実施

★女性、風俗専門支援団体との連携

★トラブル解決では弁護士と連携

★妊娠専門支援団体との連携

★母子支援施設との連携
★医療機関との連携

★障害者支援団体との連携

貧困

★困窮者支援行政窓口との連携

★生活保護申請への同行・見守り

★寄贈品（衣料、生活用品、食品）の提供

多くの支援団体、民間、行政との連携で幅広い支援

借金・ネットトラブル



就労支援・住居支援

マンツーマンで社会人研修 採用協力企業の開拓

特別な配慮をもって雇用してくれる優良企業

を開拓し、就職情報誌にまとめています。

・中卒でも正社員採用OK

・社員寮有りまたは会社がアパートを用意

・会社見学・仕事体験OK、時短勤務応相談

職業体験の実施

自分の得手不得手を知り、

職業観を養う職業体験を実施。

ヤギ牧場

美容院

介護施設

養蜂、農業

倉庫作業

等々実施してきました。

障害者就労訓練事業所と連携

知的障害、発達障害その他、精神的な問題や疾患

がある場合「就労移行支援事業所」と連携し、職

業訓練を実施。障害者雇用にもつなげています。

仕事+住居セット支援

企業の協力で、仕事と住まいを同時に支援

しています。



居場所づくり

就活スーツの
無料レンタル

寄贈品の
配布拠点

自立のための
学び

衣料品、日用品、食品などの寄贈品を、利用者をは
じめ、県内の様々な施設（子ども食堂、母子支援施
設、就労訓練施設等）へも配布しています。

料理、工芸などの講座
性に関するセミナー
清掃・片付けセミナー
お金管理セミナー
ネットトラブル回避セミナー 等々

浦和の一軒家「クローバーハウス」

居場所
交流場所
相談場所

年間利用者のべ850名（2021年度）



体験就労をした8名のうち5名は、
そのまま就職またはアルバイト

に定着。こうした嬉しい事例を
さらに多く作っていきたいです。



幅広い支援ニーズに応えるため、

ネットワークづくりに取り組んでいます

民間企業

正社員雇用

手厚い教育体制

就労体験

住まい提供

障害者支援
サービス

行政の
生活困窮者

支援
法テラス
弁護士

こども
食堂

不動産
会社

教育機関

民生委員

若者支援
団体

困窮している若者

コンパス
ナビ

出身施設

医療機関



コンパスナビ支援員「私たちが伴走型の支援を行っています！」



マズローの
欲求五段階説
から

職場・地域社会で必要とさ
れているとの満足感が成長
の原動力に！社会的養護にて「生

理的欲求・安全の欲
求」が満たされる。

その上の「所属と愛
の欲求」「承認の欲
求」を職場、地域社会
で満たされることで、
ケアリーバーたちが
大きく成長できる！



仕事を失った若者が再び仕事に就き、

喜びや達成感を得られる生活に戻れるように就労支援に注力

「就労協力企業」は現在70社。それでもまだ足りません

バイトをしても数日間も続かなかった若者が、

数年で会社の戦力となって活躍しています

また仕事ができる状態でない者には、

適切な医療機関につなぎ、安定してきた場合には

少しずつ他者との交流や社会参加ができるようになるように支援。

コンパスナビ
の想い



お力を貸して
いただきたい
こと

●コンパスナビ
寄付型自動販
売機を置いてく
ださい



お力を貸して
いただきたい
こと

●通販サイトではちみつを販売しています。
なびんちshop BEE STORY

https://beestory.base.shop/


お力を貸して
いただきたい
こと

●職場見学、就労体験をさせてください。
お仕事さがしはこちら！協力企業採用情報 | コンパスナビ
(compass-navi.or.jp)

●コンパスナビのHPやFACEBOOK記事を
シェアしてください。
COMPASS navi（コンパスナビ）一般社団法人コンパスナビ公式
サイト (compass-navi.or.jp)

●寄付金、物資のご提供（食料等）
施設等で暮らす子どもたち・施設等を出た若者たちを支えてくださ
い | コンパスナビ (compass-navi.or.jp)

●業界団体、地域での卓話、講演会にお呼びください

https://compass-navi.or.jp/job/
https://compass-navi.or.jp/
https://compass-navi.or.jp/support/




自己責任論！
でかたづける
にはあまりに
過酷な経験を
してきたケア
リーバーたち

貧困をはじめとするその他の様々な不
運な状況を自己責任の一言で片付ける
には厳しすぎる世の中です。



大人の都合で子ども時代を奪われ、大
人になっても生きづらい若者たちのこ
とに関心を持っていただく機会になれ
ば幸いです。



もう一度
この図を
見ていた
だきたい


